淡江大學  九十六學年度第一學期課程教學計畫表(格式二)
壹、科目名稱：日語會話(四)
貳、授課老師：堀越和男
參、開課系所班級：日文系（日）４年級C班
肆、必選修：選修
伍、學分數：２學分（上、下 學期  4   學分）
陸、先修科目：日語會話(三)
柒、教學內容及進度：
１．国立東京外国語大学との遠隔交流

　言語教育の新たな試みとして、大学の最新機器を使い、インターネットを介して、台湾と日本との間で一学期に四回、遠隔交流の授業を行います。日本側は中国語学科の学生、台湾側はこのクラスの学生です。授業では、毎回テーマ（例えば、「台湾の食べ物と日本の食べ物」）を決め、予め調査をし、全員が発表できるように練習しておきます。そして、当日台湾側の代表が日本語、日本側が中国語で発表します。その後、各学生はパソコンを使って、同じ内容を個別に発表し合います。この授業は、同じ世代の学生と楽しく交流することで、互いの考え方や文化などを知り、日本語の学習動機を高める良い機会となることでしょう。

なお、この授業は言語調査も兼ねていますので、皆さんの発表内容を録音し、今後の言語教育発展のための研究に活用する予定です。ですから、この調査に同意してくれる学生の参加を希望します。

２．日本語映像作品の制作

昨年度より、畢業専題として論文だけでなく、日本語での映像作品の制作なども認められるようになりました。映像作品とは、伝えたい事柄を文字だけではなく、動画・画像・音声・音楽を一体化させ、見る者の心に訴えるものです。そのため、これを制作するには日本語能力（読・聞・話（発音）・書・翻訳）はもちろんのこと、文章の構成能力・思考力、コンピューター・機械（カメラ・録音機等）の知識、芸術的センス、音楽に関する知識等も必要になります。つまり、この制作には、これまでに培った以上の知識・能力を最大限に発揮することが求められます。一学期は作品制作のための概論的講義を行った後、グループごとにテーマを決め、調査をし、その結果をレポートにまとめ、パワーポイントを使って発表してもらいます。二学期は一学期の学習を踏まえ、実際に作品を作る作業を行います。

なお、この授業で作った作品は畢業専題の単位としても認められます。畢業専題には映像作品を作りたいと思っている学生の参加を希望します。

※日本語能力試験一級対策

12月に行われる日本語能力試験一級合格に向けて、その対策を行います。但し、希望者が多数の場合のみ。

捌、授課方式：上記参照
玖、教學設備：電腦
投影機
拾、教材課本：自作教材
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